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佐
久
閒
象
山
の
『
喪
禮
私
說
』
に
つ
い
て

　
　

―

幕
末
に
お
け
る
『
家
禮
』
受
容
の
一
例―



一
七
二

は
じ
め
に

　

近
年
、
江
戶
時
代
に
お
け
る
『
家
禮
』
の
受
容
を
め
ぐ
る
硏
究
が
展
開
さ
れ
つ

つ
あ
り
、
と
り
わ
け
吾
妻
重
二
と
田
世
民
兩
氏
に
よ
る
一
連
の
硏
究
が
擧
げ
ら
れ

る（
１
）。
兩
氏
を
は
じ
め
と
す
る
硏
究
は
、
主
に
江
戶
時
代
に
お
け
る
『
家
禮
』
喪
祭

禮
の
受
容
に
㊟
目
し
、
儒
式
喪
祭
禮
の
主
張
・
實
踐
に
關
す
る
具
體
的
事
例
の
考

察
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
儒
禮
と
い
う
要
素
が

近
世
儒
學
思
想
史
に
與
え
る
影
響
を
檢
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
兩
氏
を
は
じ
め
と

す
る
硏
究
は
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
渡
邊
浩
氏
や
尾
藤
正
英
氏
を
代
表
と
す
る
硏
究

者
に
提
起
さ
れ
て
い
た
、
學
問
と
精
神
だ
け
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
儒
禮
受
容
の
缺

闕
が
日
本
儒
學
の
特
色
で
あ
る
と
い
う
理
解（
２
）に
對
す
る
一
連
の
再
檢
討
と
言
え

る
。

　

儒
禮
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
の
導
入
に
よ
り
日
本
儒
學
の
全
體
像
が
よ
り
朙
晰
に

解
朙
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
江
戶
時
代
に
お
け
る
『
家
禮
』
受
容
の
硏
究

成
果
は
主
に
江
戶
時
代
の
歬
朞
と
中
朞
に
集
中
し
て
お
り
、
一
九
世
紀
以
後
の
日

本
に
お
け
る
『
家
禮
』
受
容
の
問
題
は
㊟
目
を
浴
び
て
い
な
い（
３
）。
異
國
船
の
渡
來

を
は
じ
め
と
す
る
國
際
環
境
の
變
化
及
び
日
本
は
そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
し
て
對
應

す
る
か
と
い
う
課
題
の
下
で
、
こ
の
時
朞
の
『
家
禮
』
受
容
は
單
な
る
學
問
上
の

主
張
に
と
ど
ま
ら
ず
、
當
時
の
知
識
人
が
い
か
に
こ
の
時
朞
を
乘
り
越
え
よ
う
と

す
る
か
と
い
う
彼
ら
の
政
治
的
奮
鬪
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ

で
、
本
稿
で
は
幕
末
に
お
け
る
『
家
禮
』
受
容
の
一
端
を
朙
ら
か
に
す
る
た
め

に
、
幕
末
の
思
想
家
佐
久
閒
象
山
の
『
喪
禮
私
說
』
を
取
り
上
げ
た
い
。

　

佐
久
閒
象
山
（
一
八
一
一
～
一
八
六
四
）
は
信
州
松
代
藩
士
で
、
朱
子
學
を
信
奉

す
る
一
方
、
洋
學
も
受
容
し
、「
東
洋
衟
德
、
西
洋
藝
術（
４
）」
と
い
う
思
想
上
の
方

向
性
を
示
し
た
思
想
家
で
あ
る
。『
喪
禮
私
說
』
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
石
川

敎
張
氏（
５
）が
象
山
の
佛
敎
觀
を
論
じ
る
際
に
觸
れ
て
お
り
、
吾
妻
重
二
氏（
６
）が
『
家
禮

文
獻
集
成
』
の
編
集
に
お
い
て
『
喪
禮
私
說
』
の
影
印
を
載
せ
、

な
解
說
を

通
し
て
『
喪
禮
私
說
』
の
作
成
背
景
や
象
山
の
洋
學
者
・
考
證
學
者
と
し
て
の
一

面
な
ど
に
㊟
目
し
て
い
る
。
し
か
し
、
管
見
の
限
り
『
喪
禮
私
說
』
に
つ
い
て
の

具
體
的
檢
討
は
見
當
た
ら
な
い
。

　

本
稿
で
は
佐
久
閒
象
山
の
『
喪
禮
私
說
』
は
ど
の
よ
う
な
著
作
で
あ
る
の
か
、

そ
れ
ま
で
の
『
家
禮
』
受
容
と
ど
の
點
に
お
い
て
相
異
し
、
い
か
な
る
特
色
を
持

っ
て
い
る
の
か
を
檢
討
し
た
上
で
、
象
山
が
『
喪
禮
私
說
』
を
作
成
し
た
意
圖
及

び
『
喪
禮
私
說
』
の
政
治
的
意
義
を
考
察
し
た
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
象
山
の

佐
久
閒
象
山
の
『
喪
禮
私
說
』
に
つ
い
て

　
　

―

幕
末
に
お
け
る
『
家
禮
』
受
容
の
一
例―

�
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佐
久
閒
象
山
の
『
喪
禮
私
說
』
に
つ
い
て

一
七
三

（『
喪
禮
私
說
』「
作
主
」、
五
四
頁
）
と
い
っ
た
よ
う
に
列
擧
し
、
こ
れ
ま
で
の
木
主

事
例
に
つ
い
て
儒
學
典
籍
を
通
し
て
幅
廣
く
調
べ
て
、
比
較
し
斟
酌
し
て
い
る
と

言
え
る（
７
）。
ま
た
「
成
服
」
時
の
「
受
服
」
の
禮
に
つ
い
て
、
象
山
は
「
古
禮
に

受
服
て
ふ
こ
と
あ
り
（
中
略
）
然
る
に
唐
の
開
元
禮
、
朙
の
集
禮
會
典
に
至
る
ま

で
、
練
服
禫
服
の
制
は
見
ゆ
れ
ど
、
受
服
の
制
遂
に
見
え
ず
。」（『
喪
禮
私
說
』「
成

服
」、
三
二
～
三
三
頁
）
と
言
い
、『
禮
記
』
に
見
ら
れ
る
「
受
服
」
の
禮
が
す
で
に

唐
の
時
代
か
ら
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
に
對
し
て
㊟
意
を
拂
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
象
山
は
中
國
の
儒
學
經
典
を
幅
廣
く
參
考
と
し
喪
禮
の

具
體
的
作
法
を
確
認
す
る
一
方
、
古
え
か
ら
の
儒
式
喪
禮
の
變
遷
に
つ
い
て
も
留

意
し
て
い
る
の
で
あ
る（
８
）。

『
喪
禮
私
說
』
の
著
述
に
當
り
、
象
山
が
も
う
一
つ
參
考
と
し
た
の
は
、
日
本

古
來
の
儀
禮
制
度
や
幕
府
の
儀
禮
規
範
に
關
す
る
書
籍
で
あ
る
。
そ
の
一
端
は
彼

の
當
時
の
書

か
ら
窺
え
る
。
松
代
藩
家
老
恩
田
賴
母
宛
の
書

の
中
で
、
象
山

は
「
御
約
束
の
貞
丈
雜
記
、
全
部
三
拾
二
本
箱
の
ま
ゝ
御
持
せ
御
惠
借
被
成
下

（
中
略
）
此
節
筆
記
仕
居
候
私
說
中
へ
も
、
必
ず
採
用
可
仕
義
可
㊒
御
座
奉
存
候
、

先
暫
く
拜
借
仕
度
奉
冀
候
」（「
恩
田
賴
母
に
贈
る
」、『
全
集
』
卷
五
、
三
一
七
頁
）
と

言
い
、
㊒
識
故
實
書
で
あ
る
『
貞
丈
雜
記
』
を
借
閱
し
、
參
考
と
な
る
內
容
を

『
喪
禮
私
說
』
の
著
述
に
採
擇
し
よ
う
と
す
る
意
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
家
老

⺼
主
水
宛
の
書

の
中
で
、
象
山
は
「
昨
年
中
群
書
類
從
の
內
、
數
部
入
用
の

義
㊒
之
、
內
々
賴
母
殿
へ
乞
願
、
御
側
御
納
戶
御
預
の
御
書
物
拜
見
閒
を
合
せ
候

義
御
座
候
ひ
き
、
此
節
本
朝
葬
祭
の
義
取
調
べ
候
に
付
、
類
從
中
散
見
の
條
々
を

も
採
用
仕
度
、
さ
し
向
き
武
家
類
と
申
廿
五
卷
ば
か
り
を
拜
見
仕
度
奉
存
候
」

（「

⺼
主
水
に
贈
る
」、『
全
集
』
卷
五
、
三
一
八
頁
）
と
言
い
、
日
本
の
葬
祭
の
こ
と

を
調
べ
る
た
め
に
『
群
書
類
從
』
の
「
武
家
部
」
を
閱
覽
す
る
希

を
出
し
て
い

る
。
ま
た
、

⺼
主
水
宛
の
書

の
中
で
象
山
は
「
熊
澤
の
喪
祭
は
い
か
に
も
粗

事
例
檢
討
を
通
し
て
、
幕
末
朞
に
お
け
る
『
家
禮
』
受
容
の
特
徵
を
考
え
て
み
た

い
。

一
、『
喪
禮
私
說
』
の
全
體
像

１
、『
喪
禮
私
說
』
の
著
述
と
構
成

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）、
象
山
は
母
荒
井
氏
の
逝
去
を
き
っ
か
け
に
『
喪
禮

私
說
』
を
著
し
た
。
象
山
が
『
家
禮
』「
喪
禮
」
に
基
づ
い
て
作
っ
た
儒
式
喪
禮

の
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
書
は
、
基
本
的
に
『
家
禮
』
の
喪
禮
次
第
を
繼
承
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
象
山
は
死
者
の
最
朞
の
歬
に
「
養
疾
、
行
禱
」
と
い
う
死
者
生
歬

の
看
病
に
關
す
る
作
法
、「
假
滿
」
と
い
う
日
本
社
會
特
㊒
の
規
定
、
ま
た
篇
尾

に
「
影
像
」
と
い
う
「
近
代
的
」
な
事
項
を
加
え
る
な
ど
、『
家
禮
』
に
な
い
內

容
も
取
り
入
れ
て
い
る
。
一
方
、「
養
疾
、
行
禱
」
は
『
禮
記
』
に
基
づ
い
た
作

法
で
、「
假
滿
」
は
幕
府
服
忌
令
に
由
來
し
た
規
定
で
あ
り
、
ま
た
「
影
像
」
は

象
山
の
洋
學
受
容
に
關
連
す
る
見
方
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
象
山
は

『
喪
禮
私
說
』
を
著
述
す
る
際
に
、『
家
禮
』
に
限
ら
ず
幅
廣
い
儀
禮
作
法
や
法
令

規
定
を
も
參
考
と
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

『
家
禮
』
の
ほ
か
に
象
山
が
參
考
と
し
た
書
誌
㊮
料
は
大
ま
か
に
二
種
類
に
分

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
『
儀
禮
』（『
禮
記
』）
を
代
表
と
す
る
儒
學
儀
禮
書

で
あ
る
。『
儀
禮
』
の
ほ
か
に
、
唐
禮
を
詳
細
に
記
載
す
る
『
通
典
』、
宋
の
『
溫

公
書
儀
』、
朙
の
『
大
朙
集
禮
』『
大
朙
會
典
』
な
ど
が
擧
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

『
左
氏
傳
』、『
公
羊
傳
』、『
漢
書
』、『
宋
書
』
の
よ
う
な
史
書
の
中
に
あ
る
具
體

的
な
喪
禮
事
例
も
參
照
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
木
主
尺
寸
に
つ
い
て
、
象
山
は

「
今
諸
家
の
說
を
通
じ
考
ふ
る
に
、
何
休
が
公
羊
傳
の
註
に
、
主
狀
正
方
、
穿
中

央
逹
四
方
。
天
子
長
尺
二
寸
、
諸
侯
長
一
尺
と
見
え
、
漢
書
禮
儀
志
に
木
主
尺
二

寸
と
見
え
、
通
典
に
晉
武
帝
大
康
中
制
大
廟
神
主
、
尺
一
寸
と
見
え
（
後
略
）」
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七
四

に
日
本
の
風
習
に
從
っ
て
坐
棺
へ
の
納
棺
に
備
え
て
遺
體
を
處
理
す
る
こ
と
を
主

張
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

②
『
家
禮
』
の
「
南
首
」、「

於
尸
東
」
に
つ
い
て

象
山
は
『
家
禮
』
の
遺
體
の
首
を
南
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
本
朝
の
屋
作

り
異
朝
と
同
じ
か
ら
ず
。
今
又
古
と
殊
な
り
。
必
し
も
泥
む
可
ら
ず
。」（『
喪
禮

私
說
』「
初
終
」、
七
頁
）
と
い
う
態
度
を
取
っ
て
お
り
、
日
本
と
中
國
、
今
時
と
古

時
と
に
お
け
る
事
情
の
差
異
を
根
據
に
、
方
位
と
い
う
些
細
な
點
に
拘
泥
す
る
必

要
は
な
い
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
關
連
す
る
「
始
死
奠
」
の
方
位

に
つ
い
て
も
、
象
山
は
遺
體
の
東
に
奠
を
設
け
る
こ
と
（「
奠
於
尸
東
」）
は
單
な

る
「
尸
の
南
首
に
就
い
て
そ
の
右
傍
を
い
ふ
」（『
喪
禮
私
說
』「
初
終
」、
七
頁
）
の

み
で
あ
る
と
考
え
、「
東
」
と
い
う
方
位
を
相
對
的
に
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

「
東
」
の
代
わ
り
に
象
山
は
「
右
」
を
主
張
し
、「
右
傍
に
奠
す
る
は
、
そ
の
飮
⻝

に
便
り
よ
か
ら
ん
よ
う
に
と
な
り
。
死
に
つ
か
へ
ま
つ
る
こ
と
、
生
に
つ
か
へ
ま

つ
る
が
如
し
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
な
り
。」（『
喪
禮
私
說
』「
初
終
」、
七
頁
）
と
、
死
者

生
歬
の
生
活
習
慣
に
合
わ
せ
た
仕
方
こ
そ
が
『
中
庸
』
の
「
其
の
親
し
む
所
を
愛

し
、
死
に
事
う
る
こ
と
生
に
事
う
る
が
如
く
し
、
亡
に
事
う
る
こ
と
存
に
事
う
る

が
如
く
す
る
は
、
孝
の
至
り
な
り
。」（『
中
庸
』
第
十
九
章
）
の
敎
え
に
符
合
し
、

も
っ
と
も
「
孝
」
の
氣
持
ち
を
體
現
し
た
作
法
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ

る
。以

上
二
つ
の
例
か
ら
も
、
象
山
の
『
家
禮
』
の
作
法
に
拘
泥
せ
ず
に
日
本
の
世

俗
風
習
を
重
要
視
す
る
姿
勢
が
窺
え
よ
う
。
こ
の
點
は
象
山
が
『
家
禮
』
の
作
法

を
大
幅
に
省
略
し
た
一
事
か
ら
も
讀
み
取
れ
る
。「
哭
」
禮
、「
沐
浴
」、「
飯
含
」、

「
魂
帛
」、「
銘
旌
」
を
省
略
し
た
こ
と
、「
斂
」
を
「
小
斂
」
の
み
と
し
た
こ
と
、

「
奠
」
に
つ
い
て
の
記
述
も

略
化
し
た
こ
と
な
ど
が
擧
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

『
喪
禮
私
說
』
に
お
い
て
象
山
は
常
に
「
本
朝
殊
に

易
を
尙
ぶ
の
俗
」（『
喪
禮

な
る
事
に
御
座
候
」（「
⺼
主
水
に
贈
る
」、『
全
集
』
卷
五
、
三
二
〇
頁
）
と
記
述
し

て
お
り
、
熊
澤
蕃
山
の
喪
祭
主
張
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
象
山
は
江
戶

時
代
の
先
儒
の
喪
禮
著
作
を
も
參
考
に
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

２
、
日
本
の
風
習
を
重
要
視
す
る
喪
禮
次
第

具
體
的
な
喪
禮
次
第
に
つ
い
て
、
象
山
は
江
戶
時
代
以
來
の
儒
者
と
同
樣
に
、

『
家
禮
』
の
次
第
作
法
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
の
で
は
な
く
、
日
本
の
通
例
や
風

習
に
合
わ
せ
て
修
正
・
調
整
し
て
い
る
。
紙
幅
の
關
係
に
よ
り
、
こ
こ
で
は
具
體

的
に
二
つ
の
作
法
を
通
し
て
『
喪
禮
私
說
』
と
『
家
禮
』
と
を
對
照
し
な
が
ら
見

て
い
く
。

　

①
『
家
禮
』
の
「
復
」
禮
と
臥
棺
に
つ
い
て

『
家
禮
』
で
は
死
者
の
衣
服
を
持
ち
な
が
ら
屋
根
に
上
っ
て
死
者
の
魂
を
呼
び

戾
す
と
い
う
魂
よ
ば
い
の
「
復
」
禮
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る（
９
）。
象

山
は
「
復
」
禮
は
「
古
禮
と
は
雖
兒
戲
に
近
し
。
な
す
可
ら
ず
。」（『
喪
禮
私
說
』

「
初
終
」、
六
頁
）
と
主
張
し
て
い
る
。
江
戶
時
代
初
朞
と
中
朞
の
儒
者
は
ほ
ぼ
抵

抗
な
く
「
復
」
禮
を
取
り
入
れ
て
實
踐
し
て
い
る（

（（
（

こ
と
に
對
し
て
、
象
山
は
こ
れ

を
斷
固
と
し
て
拒
絕
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
復
」
禮
の
代
わ
り
に
、
象
山

は
「
今
の
世
の
習
は
し
と
し
て
、
多
く
坐
棺
を
用
ふ
れ
ば
、
こ
の
時
に
於
て
、
大

や
う
半
坐
半
臥
の
姿
に
取
繕
ふ
べ
き
な
り
。」（『
喪
禮
私
說
』「
初
終
」、
六
頁
）
と

言
い
、
坐
棺
の
準
備
を
勸
め
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
臥
棺
に
遺
體
を
納
め
る

中
國
と
異
な
っ
て
、
江
戶
時
代
の
日
本
で
は
坐
棺
が
普
通
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
一
方
、
江
戶
時
代
の
儒
者
の
中
で
は
傳
統
儒
式
作
法
に
從
い
臥
棺
を
主
張
す

る
人
も
少
な
く
な
い（
（（
（

。
そ
し
て
坐
棺
を
認
め
る
儒
者
も
實
際
、
や
む
を
得
ず
世
俗

に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
る
場
合
が
多
い（
（（
（

。
そ
れ
に
對
し
て
象
山
の

場
合
、
臥
棺
を
使
用
で
き
な
い
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
積
極
的
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考
え
方
と
彼
の
祭
祀
觀
と
は
連
動
し
て
い
る
。
象
山
は
基
本
的
に
朱
熹
の
祭
祀

觀
に
贊
同
し
、「
吾
之
此
身
、

祖
考
之
遺
體
。」（「
再
與
山
口
菅
山
」、『
全
集
』
卷

一
象
山
淨
稿
書
、
一
一
四
頁
）、「
子
孫
求
之
、
而
祖
考
來
格
。
是
理
之
當
然
矣
。」

（
同
歬
、
一
一
八
頁
）
と
、
我
々
は
祖
先
と
同
一
の
「
氣
」
を
持
ち
、
我
々
の
身
體

自
體
が
祖
先
の
「
遺
體
」
で
あ
り
、
祭
祀
を
通
じ
て
祖
先
の
「
來
格
」
を
招
く
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
象
山
に
と
っ
て
、
人
は
い
ま
こ
の
時
點

で
リ
ア
ル
に
生
き
て
い
る
身
體
と
感
覺
と
を
大
事
に
し
、
自
分
の
感
覺
を
通
じ
て

死
者
と
感
應
し
て
、
死
者
の
氣
持
ち
を
推
し
量
っ
て
配
慮
す
る
氣
持
ち
で
逝
去
し

た
親
や
祖
先
を
扱
う
こ
と
こ
そ
、『
中
庸
』
の
「
死
に
事
う
る
こ
と
生
に
事
う
る

が
如
く
し
」
に
符
合
し
た
も
の
で
あ
り
、「
孝
」
に
從
っ
た
作
法
な
の
で
あ
る（

（（
（

。

さ
ら
に
こ
の
點
は
象
山
に
お
い
て
直
ち
に
「
人
情
」
と
い
う
要
素
を
通
し
て
表
現

さ
れ
て
お
り
、「
人
情
」
に
依
據
し
て
言
う
際
に
象
山
が
最
も
强
調
し
た
い
の
は

「
孝
」
で
あ
る
と
言
え
る
。

こ
の
「
事
死
如
事
生
」
の
「
孝
」
を
强
調
す
る
と
い
う
象
山
の
態
度
が
、『
家

禮
』
の
「
左
衽
」
に
對
す
る
彼
の
考
え
方
か
ら
も
窺
え
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

異
朝
本
朝
と
も
、
襲
す
る
時
の
衣
を
左
衽
す
べ
し
と
い
ふ
も
の
あ
り
（
中
略
）

抑
々
左
衽
は
夷
狄
の
俗
な
り
。
孝
子
は
死
に
つ
か
へ
ま
つ
る
こ
と
生
に
つ
か

へ
ま
つ
る
が
如
し
と
い
へ
り
。
さ
る
を
、
親
の
う
せ
給
ひ
て
い
ま
だ
そ
の
日

を
も
竟
へ
ず
し
て
、
忽
ち
夷
狄
の
俗
と
し
、
衽
を
左
に
し
ま
ゐ
ら
せ
む
こ
と
、

こ
れ
を
し
も
し
の
ぶ
べ
く
ば
、
い
づ
れ
を
か
し
の
ぶ
べ
か
ら
ざ
ら
む
。
は
た

し
て
し
か
あ
ら
む
に
は
、
死
者
に
し
て
知
る
こ
と
あ
ら
ば
、
よ
く
愧
憾
す
る

こ
と
あ
ら
ざ
ら
め
や
。
聖
人
終
を
愼
み
た
ま
ふ
の
禮
に
、
か
ゝ
る
ま
さ
な
き

こ
と
あ
る
べ
く
も
あ
ら
ず
。（『
喪
禮
私
說
』「
襲
斂　

入
棺
」、
二
五
～
二
六
頁
）

中
國
に
も
日
本
に
も
死
者
を
襲
斂
す
る
（
死
者
に
衣
裝
を
つ
け
る
）
際
に
左
歬

私
說
』「
襲
斂　

入
棺
」、
二
五
頁
）
に
從
い
、
儒
式
喪
禮
が
よ
り
よ
く
日
本
で
實
踐

で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
象
山
は
、
江
戶
時
代
の
初

朞
と
中
朞
に
お
け
る
多
く
の
儒
者
と
異
な
っ
て
、『
家
禮
』
に
忠
實
に
從
え
な
い

現
實
的
苦
惱
を
克
服
す
る
た
め
の
次
善
策
と
し
て
で
は
な
く
、
積
極
的
に
日
本
の

禮
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
奠
於
尸
東
」
の
例
に
よ
り
示
さ
れ
た
よ

う
に
、
象
山
は
『
家
禮
』
の
作
法
を
批
判
す
る
際
に
、「
孝
」
に
依
據
す
る
場
合

が
多
い
。
次
章
で
は
こ
の
點
に
着
目
し
て
考
察
し
た
い
。

二
、『
喪
禮
私
說
』
の
特
色

１
、「
事
死
如
事
生
」
に
基
づ
い
た
『
家
禮
』
へ
の
批
判

象
山
は
『
喪
禮
私
說
』
の
中
で
し
ば
し
ば
『
中
庸
』
の
「
死
に
事
う
る
こ
と
生

に
事
う
る
が
如
く
し
」（
歬
引
）
に
依
據
し
て
『
家
禮
』
の
作
法
を
批
判
的
に
見

て
い
る
。『
中
庸
』
に
言
う
「
孝
」
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
象
山
の
態
度
が
窺
え

る
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、『
家
禮
』
で
は
「
沐
浴
」
す
な
わ
ち
湯
灌
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
さ

れ
て
い
る
が
、
死
者
を
「
沐
浴
」
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
象
山
は

沐
浴
は
、
古
禮
今
俗
み
な
爲
す
所
な
り
と
雖
も
、
人
情
に
求
め
て
甚
だ
快
か

ら
ず
覺
ゆ
る
な
り
。
い
か
に
と
な
れ
ば
、
生
時
裸
體
も
て
人
に
見
ゆ
る
こ
と

な
し
。
死
し
て
後
、
人
に
ま
か
せ
て
浴
せ
し
む
る
、
も
し
知
る
こ
と
あ
ら
む

に
、あ
に
快
し
と
す
る
所
あ
ら
む
や
。（『
喪
禮
私
說
』「
沐
浴
」、二
三
～
二
四
頁
）

と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
象
山
は
死
者
の
遺
體
を
き
れ
い
に
す
る
こ

と
よ
り
、
湯
灌
す
る
た
め
に
死
者
を
裸
體
に
す
る
こ
と
の
ほ
う
に
㊟
意
を
拂
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
は
人
を
裸
體
に
す
る
こ
と
は
「
人
情
」
に
符
合
し
な
い

行
爲
で
あ
り
、
人
に
不
快
の
念
を
起
こ
す
こ
と
で
あ
る
と
言
い
、
こ
の
行
爲
に
つ

い
て
「
も
し
死
者
が
知
っ
た
な
ら
ば
」
と
ま
で
想
像
し
て
い
る
。
象
山
の
こ
の
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價
し
た
よ
う
に
、
彼
は
洋
學
は
「
實
理
」
で
あ
っ
て
、
西
洋
諸
國
は
「
窮
理
」
に

優
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
窮
理
」
と
い
う
側
面
か
ら
洋
學
を

評
價
す
る
象
山
は
、
儒
式
喪
禮
を
考
え
る
際
も
洋
學
の
知
識
に
依
據
す
る
と
こ
ろ

が
少
な
く
な
い
。
こ
こ
で
は
二
つ
の
例
を
通
し
て
檢
證
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

①
『
家
禮
』
の
「
治
棺
」
に
お
け
る

脂
の

用
等

『
家
禮
』
の
「
治
棺
」
で
は
、「
瀝
靑（

（（
（

」
つ
ま
り
松
脂
で
棺
を
塗
り
、
水
や
蟲
、

遺
體
の
腐
敗
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
程
子
に
よ
り

提
起
さ
れ
た
作
法
で
あ
る
。
程
子
は
「
雜
書
㊒
松
脂
入
地
千
年
爲
茯
苓
、
萬
年
爲

琥
珀
之
說
。
蓋
物
莫
久
於
此
、
故
以
塗
棺
。」（『
家
禮
』「
喪
禮
」、
九
〇
三
頁
）
と

し
、
松
脂
の
長
持
ち
す
る
性
質
か
ら
棺
を
塗
る
物
質
に
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
對
し
て
、
象
山
は
「
程
子
の
、
棺
を
裏
む
に
松
脂
も
て
す
る
の
說
は
誠
に
よ

し
。」（『
喪
禮
私
說
』「
治
棺
」、
一
八
頁
）
と
述
べ
、
松
脂
の
使
用
に
つ
い
て
賞
贊
す

る
と
同
時
に
、
程
子
が
依
據
す
る
原
理
に
對
し
て
、「
た
ゞ
雜
書
の
、
松
脂
地
に

入
る
こ
と
千
年
茯
苓
と
な
り
、
萬
年
琥
珀
と
な
る
の
言
を
引
か
れ
し
は
、
い
と
淺

は
か
な
り
。
茯
苓
あ
に
松
脂
の
變
ず
る
所
に
し
て
、
琥
珀
豈
茯
苓
の
化
す
る
所
な

ら
む
や
。」（『
喪
禮
私
說
』「
治
棺
」、
一
八
頁
）
と
指
摘
し
、
物
質
の
生
成
に
對
す
る

程
子
の
知
識
の
不
合
理
性
を
批
判
し
て
い
る（
（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
象
山
は
『
家
禮
』

の
作
法
に
對
し
て
常
に
「
理
」
に
符
合
す
る
か
否
か
と
い
う
基
準
で
判
斷
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
後
儒
が
棺
の
隙
閒
を
塞
ぐ
に
「
銀
硃
漆
」
を
使
用
す
る
こ
と
に
對
し

て
、
象
山
は
、
こ
れ
は
「
理
に
暗
き
論
な
り
。」（『
喪
禮
私
說
』「
治
棺
」、
一
九
頁
）

と
指
摘
し
反
對
し
て
い
る
。
具
體
的
に
彼
は
、
硃
漆
が
「
濕
氣
を
吸
收
す
る
は
、

そ
の
質
に
氣
眼
あ
る
故
な
り
。
氣
眼
の
內
濕
氣
を
含
め
ば
、
そ
の
質
や
が
て
軟
化

し
て
、
遂
に
剥
脫
せ
ざ
る
こ
と
を
得
ず
。」（『
喪
禮
私
說
』「
治
棺
」、
二
〇
頁
）
と
い

う
理
由
を
提
示
し
、
硃
漆
の
性
質
か
ら
そ
の
變
質
の
原
理
を
說
朙
し
て
い
る
。

（
左
襟
を
先
に
肌
に
つ
け
る
）
の
習
慣
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
も
そ
も
夷
狄
の
風
習

か
ら
由
來
し
た
作
法
で
あ
る
た
め
、
象
山
は
こ
れ
に
反
對
し
て
い
る
こ
と
が
讀
み

取
れ
る
。
こ
こ
で
は
象
山
が
反
對
す
る
理
由
の
ほ
う
に
㊟
目
し
た
い
。
ま
ず
象
山

は
「
左
衽
」
を
夷
狄
の
風
習
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
が
擧
げ
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
象
山
は
聖
人
に
よ
り
大
事
に
さ
れ
た
喪
葬
の
「
禮
」
の
中
に
「
禮
」
を
知
ら

な
い
夷
狄
の
風
習
の
よ
う
な
「
ま
さ
な
き
」
も
の
が
混
じ
っ
て
い
る
は
ず
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
彼
は
夷
狄
の
風
習
ま
で
容
認
で
き
る
な
ら
ば
、
全
て

の
こ
と
が
容
認
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
ま
で
言
っ
て
、
嚴
し
い
語
句
で

こ
の
「
左
衽
」
の
作
法
を
非
難
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
か
か
る
非
難

は
象
山
が
「
孝
子
は
死
に
つ
か
へ
ま
つ
る
こ
と
生
に
つ
か
へ
ま
つ
る
が
如
し
と
い

へ
り
」
と
朙
言
し
た
上
で
打
ち
出
し
た
點
で
あ
る
。
夷
狄
の
風
習
で
親
の
喪
禮
を

行
う
こ
と
は
許
容
さ
れ
な
い
ば
か
り
か
、
そ
れ
は
死
後
の
親
に
と
っ
て
も
恥
ず
か

し
く
て
遺
憾
で
あ
る
と
象
山
は
斷
言
す
る
。
こ
の
「
死
者
に
し
て
知
る
こ
と
あ
ら

ば
」
と
い
う
一
句
か
ら
も
、
歬
述
し
た
象
山
が
自
分
の
感
覺
を
通
じ
て
死
者
の
氣

持
ち
を
配
慮
し
て
奉
仕
す
る
こ
と
を
强
調
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
た

が
っ
て
、
象
山
は
「
は
じ
め
襲
す
る
を
り
に
は
、
衣
帶
を
も
常
の
如
く
に
」（『
喪

禮
私
說
』「
襲
斂　

入
棺
」、
二
六
頁
）
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
お
り
、
彼
に
と
っ
て

こ
れ
こ
そ
「
孝
子
」
足
る
作
法
な
の
で
あ
る
。
象
山
は
『
中
庸
』
の
「
孝
」
に
立

脚
し
て
『
家
禮
』
の
作
法
を
再
檢
討
し
て
い
る
こ
と
が
朙
白
に
窺
え
る
。

２
、
洋
學
知
識
の
合
理
性
に
よ
る
『
家
禮
』
へ
の
修
正

「
東
洋
衟
德
、
西
洋
藝
術
」
と
い
う
象
山
の
主
張
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
彼
は

洋
學
の
知
識
を
も
攝
取
し
て
い
た
。
西
洋
の
自
然
科
學
に
對
し
て
象
山
が
「
近

來
西
洋
所
發
朙
、
許
多
學
術
、
要
皆
實
理
。（
近
來
西
洋
の
發
朙
す
る
所
、
許
多
の
學

術
、
要
は
皆
實
理
な
り
。）」（「
贈
小
林
炳
文
」、『
全
集
』
卷
一
淨
稿
序
、
五
一
頁
）
と
評
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け
て
、
い
け
る
人
の
面
貌
に
似
」（『
喪
禮
私
說
』「
影
像
」、
八
一
頁
）
て
い
な
い
た

め
、「
寫
す
所
果
し
て
そ
の
人
に
似
る
こ
と
な
く
ば
、
い
か
で
か
そ
の
人
と
し
て

祭
祀
の
誠
を
ば
盡
す
べ
き
。」（『
喪
禮
私
說
』「
影
像
」、
八
一
～
八
二
頁
）
と
、
象
山

は
同
時
に
從
來
の
影
像
の
問
題
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
こ
で
彼
が
考
え
た
の
は
、

西
洋
發
祥
の
寫
眞
を
喪
禮
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

西
洋
の
人
の
如
き
は
（
中
略
）
そ
の
寫
眞
に
用
ふ
る
の
具
、
す
で
に
闇
室
朙

室
の
兩
器
あ
り
。
そ
の
眞
を
寫
さ
む
と
す
る
も
の
は
、
必
ず
こ
の
兩
器
に
就

い
て
う
つ
す
な
り
。
故
に
そ
の
傳
ふ
る
處
、
骨
骼
の
起
伏
、
皺
紋
の
隱
現
、

こ
と
〴
〵
く
用
筆
の
閒
に
あ
ら
は
れ
て
、
そ
の
形
神
の
い
け
る
人
に
遠
か
ら

ざ
る
、
迥
に
漢
人
の
爲
す
所
の
上
に
出
づ
。
近
頃
創
製
せ
る
留
影
鏡
に
至
つ

て
は
、
人
の
一
筆
を
煩
さ
ず
し
て
、
寫
り
ぬ
る
影
の
ま
に
〳
〵
、
そ
の
か
た

長
く
こ
ゝ
に
留
ま
る
こ
と
な
れ
ば
、
一
髭
一
髮
を
殘
さ
ず
、
そ
の
神
氣
を
幷

せ
て
生
人
と
毫
釐
の
異
な
る
所
な
し
。
ま
こ
と
に
天
地
造
化
の
た
く
み
を
奪

ふ
と
い
ひ
つ
べ
し
。
程
・
馬
諸
公
を
し
て
今
の
世
に
遭
は
し
め
ば
、
な
ど
か

は
こ
の
眞
影
を
取
ら
れ
ざ
る
べ
き
。（『
喪
禮
私
說
』「
影
像
」、
八
二
頁
）

寫
眞
機
の
原
理
に
つ
い
て
も
少
し
だ
け
觸
れ
て
い
る
が
、
象
山
が
こ
こ
で
紙
幅
を

惜
し
ま
ず
に
論
じ
た
の
は
、
撮
影
は
ど
れ
だ
け
優
れ
た
技
術
で
、
ど
れ
ほ
ど
漢
人

の
繪
畫
を
上
回
っ
て
元
の
人
の
姿
を
き
れ
い
に
實
寫
で
き
る
か
と
い
う
先
進
的
技

術
に
對
す
る
評
價
の
方
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
當
時
に
お
け
る
「
先
端
技
術
」
が

象
山
を
驚
か
せ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
彼
は
そ
れ
を
「
天

地
造
化
の
た
く
み
」
が
奪
わ
れ
る
と
驚
嘆
し
た
よ
う
に
、
寫
眞
と
い
う
技
術
が
天

地
の
造
化
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
巧
み
さ
を
持
っ
て
い
る
と
ま
で
受
け
止
め
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
彼
は
、
儒
式
喪
禮
を
唱
え
て
い
た
中
國
の
儒
者
が
こ
の

世
に
生
き
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
閒
違
い
な
く
寫
眞
を
使
用
す
る
で
あ
ろ
う
と
ま

で
想
像
し
、「
西
洋
」
の
技
術
を
「
東
洋
」
の
傳
統
喪
禮
に
㊜
用
で
き
る
喜
び
を

結
局
象
山
は
こ
の
知
識
を
根
據
に
、「
漢
人
多
く
窮
理
に
う
と
く
、
そ
の
言
杜
撰

臆
說
多
し
。
擇
ば
ず
は
あ
る
べ
か
ら
ず
。」（『
喪
禮
私
說
』「
治
棺
」、
二
〇
頁
）
と
述

べ
、「
窮
理
」
に
不
案
內
な
ゆ
え
に
漢
人
の
作
法
は
信
用
で
き
な
い
と
結
論
づ
け

た
の
で
あ
る
。

　

②
寫
眞

用
の
主
張

象
山
は
洋
學
を
攝
取
す
る
際
に
、
書
物
か
ら
知
識
を
獲
得
す
る
に
と
ど
ま
ら

ず
、
硝
子
の
製
造
、
馬
鈴
薯
の
栽
培
、
鑛
石
の
探
査
、
種
痘
を
試
み
る
こ
と
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
自
ら
實
驗
を
し
て
い
た
。
寫
眞
機
の
製
造
も
そ

の
中
の
一
つ
で
あ
る
。
象
山
は
シ
ョ
メ
ー
ル
の
百
科
全
書
に
書
か
れ
た
寫
眞
機
と

レ
ン
ズ
の
製
法
を
獨
學
し
、
寫
眞
機
の
自
作
と
寫
眞
の
實
寫
に
も
成
功
し
た
。

『
喪
禮
私
說
』
で
は
象
山
は
こ
の
經
驗
を
生
か
し
、
喪
禮
の
中
で
寫
眞
を
使
用
す

る
こ
と
を
唱
え
て
い
る
。

ま
ず
寫
眞
と
同
じ
く
人
の
姿
が
映
る
影
像
に
つ
い
て
、
象
山
は
次
の
よ
う
に
說

い
て
い
る
。

影
像
の
設
あ
り
て
、
歲
時
の
祭
祀
に
一
た
び
そ
を
披
け
ば
、
と
し
つ
き
の
久

し
き
を
經
ぬ
る
も
、
儀
容
さ
な
が
ら
こ
ゝ
に
い
ま
す
が
如
く
、
思
慕
の
こ
ゝ

ろ
も
こ
れ
に
よ
り
て
又
ま
す
〳
〵
深
か
る
べ
し
。
さ
ら
ば
影
像
ば
か
り
追
孝

の
助
と
な
る
べ
き
も
の
は
あ
ら
じ
。
心
あ
ら
む
人
は
、廟
墓
神
主
と
同
じ
く
、

こ
ゝ
ろ
し
て
設
け
た
き
祭
の
折
〳
〵
、
神
主
の
う
し
ろ
に
掛
く
べ
し
。（『
喪

禮
私
說
』「
影
像
」、
八
一
頁
）

す
な
わ
ち
、
象
山
は
影
像
は
人
の
容
貌
を
記
錄
し
て
長
く
保
存
で
き
る
も
の
で
あ

る
た
め
、
影
像
を
見
る
こ
と
で
死
者
へ
の
追
悼
の
意
が
深
ま
る
と
信
じ
、
影
像

は
「
孝
」
を
盡
く
す
一
助
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。
具
體
的
な
作
法
と
し
て
、
彼

は
影
像
を
神
主
（
位
牌
）
の
後
ろ
に
掛
け
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
し
か
し
、
漢
土
の
畫
法
で
描
か
れ
た
肖
像
は
「
そ
の
形
神
多
く
は
缺
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ば
、
こ
ゝ
ろ
や
す
く
は
終
り
給
は
じ
。
常
々
そ
の
歸
依
の
心
に
ま
か
せ
つ
る

程
な
ら
ば
、唱
名
は
さ
ら
な
り
、打
磬
も
ま
た
禁
ず
べ
か
ら
ず
。（『
喪
禮
私
說
』

「
初
終
」、
六
頁
）

こ
こ
か
ら
象
山
は
佛
式
作
法
が
儒
者
に
よ
っ
て
排
斥
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
本
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
か
ら
久
し
く
、
し
か
も
寺
檀
制
度
も
「
貴
賤
」

「
貧
富
」
を
問
わ
ず
武
士
か
ら
一
般
庶
民
ま
で
浸
透
し
て
お
り
、
人
々
の
骨
髓
に

ま
で
染
み
込
ん
で
い
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
象

山
が
こ
こ
で
强
調
し
た
い
の
は
、
寺
檀
制
度
と
い
う
既
成
事
實
で
は
な
く
、「
父

母
」
の
事
情
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
寺
檀
制
の
下
で
父
母
は
生
歬
佛
敎
に
歸
依

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ら
ば
、
死
後
も
父
母
の
「
歸
依
の
心
」
に
從
い
、「
唱

名
」
や
「
打
磬
」
と
い
っ
た
佛
式
作
法
を
保
留
し
よ
う
と
い
う
象
山
の
意
見
で
あ

る
。
象
山
の
こ
の
姿
勢
は
、
歬
述
し
た
彼
が
一
貫
し
て
主
張
す
る
『
中
庸
』
の

「
孝
」
に
符
合
す
る
作
法
で
も
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

象
山
に
お
け
る
佛
儒
折
衷
は
儒
式
喪
禮
を
よ
り
よ
く
實
踐
さ
せ
る
た
め
の
措
置
と

し
て
考
え
ら
れ
る
と
は
い
え
、
象
山
自
身
と
し
て
は
、
寺
檀
制
度
に
從
わ
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
思
い
を
拂
拭
し
、『
中
庸
』
の
「
孝
」
を
實
現
さ
せ
る
た
め
の
一

環
と
し
て
佛
式
作
法
を
捉
え
て
、
そ
れ
を
儒
式
喪
禮
に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
積
極

的
に
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

佛
式
作
法
に
對
し
て
穩
便
に
捉
え
て
い
る
も
の
の
、
火
葬
に
對
し
て
だ
け
、
象

山
は
そ
れ
ま
で
の
『
家
禮
』
受
容
の
基
本
姿
勢
を
繼
承
し（
（（
（

、
親
の
「
御
身
を
疵
つ

け
傷
ら
む
に
は
、
大
逆
無
衟
の
誅
の
が
る
べ
か
ら
ず
。」（『
喪
禮
私
說
』「
﨤
葬
」、

七
六
頁
）
と
い
う
態
度
を
取
っ
て
お
り
、
嚴
し
く
反
對
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
從
來
の
儒
者
と
異
な
っ
て
、
象
山
は
一
武
士
の
立
場
に
立
っ
て
こ
の
點
を

主
張
し
て
い
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

釋
氏
火
化
の
說
、
久
し
く
世
に
行
は
れ
、
習
慣
し
て
常
と
な
り
、
見
る
も
の

朙
確
に
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

３
、
佛
儒
折
衷
の
主
張
乁
び
武
士
の
立
場
に
よ
る
火
葬
批
判

『
家
禮
』
で
は
「
不
作
佛
事
」
と
記
述
し
、
佛
式
作
法
が
基
本
的
に
拒
絕
さ
れ

る
對
象
と
な
る
。
し
か
し
江
戶
時
代
で
は
寺
檀
制
の
導
入
と
浸
透
に
伴
い
、
武
士

階
級
を
は
じ
め
庶
民
層
ま
で
佛
式
作
法
が
普
及
さ
れ
つ
つ
あ
り（

（（
（

、
儒
式
喪
禮
を
主

張
す
る
儒
者
た
ち
も
や
む
を
得
ず
佛
式
と
儒
式
作
法
と
の
折
衷
・
融
合
を
圖
り
始

め
て
い
た（
（（
（

。

象
山
も
佛
式
作
法
に
對
し
て
穩
便
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
。
彼
は
題
主
す
る
際

に
神
主
の
後
面
に
「
諱
氏
生
卒
釋
號
」（『
喪
禮
私
說
』「
作
主
」、
五
五
頁
）
を
記
入

す
る
こ
と
や
、「
及
墓
」
項
目
の
中
で
世
俗
に
合
わ
せ
て
「
柩
を
佛
寺
に
舁
き
入

れ
、
寺
僧
の
誦
念
」（『
喪
禮
私
說
』「
及
墓
」、
五
七
頁
）
が
終
わ
っ
た
後
に
「
墓
所

に
至
る
」（
同
歬
）
こ
と
、「
祠
后
土
」
の
奠
に
つ
い
て
「
墓
地
狹
く
し
て
爲
し
難

く
ば
、
寺
院
內
に
て
爲
す
べ
し
。」（『
喪
禮
私
說
』「
及
墓
」、
五
八
頁
）
な
ど
を
主
張

し
、
世
俗
の
佛
式
作
法
を
抵
抗
な
く
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
㊟
意
す
べ
き
は
、
そ
れ
ま
で
の
佛
儒
折
衷
を
主
張
し
た
儒
者
と
異
な
っ

て
、
象
山
が
佛
式
作
法
を
認
め
る
の
は
、「
實
踐
の
た
め（
（（
（

」
よ
り
は
、「
孝
」
を
盡

く
す
た
め
と
い
う
點
で
あ
る
。
そ
れ
は
佛
名
を
唱
え
る
一
件
に
對
す
る
象
山
の
態

度
か
ら
窺
え
る
。
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

佛
名
を
唱
ふ
る
こ
と
、
儒
者
は
あ
る
ま
じ
き
こ
と
ゝ
し
て
殊
に
戒
め
禁
ず
れ

ど
も
、
一
槪
に
は
い
ひ
難
か
る
べ
し
。
佛
敎
こ
の
邦
に
行
は
る
ゝ
こ
と
年
久

し
く
、
既
に
人
の
骨
髓
に
い
り
つ
。
か
つ
當
代
に
至
つ
て
更
に
貴
賤
を
問
は

ず
、貧
富
を
擇
ば
ず
、死
後
は
必
ず
佛
寺
に
託
す
る
の
掟
と
な
り
ぬ
。さ
れ
ば
、

そ
の
父
母
の
平
日
佛
衟
に
歸
依
せ
ざ
る
こ
と
を
保
つ
べ
か
ら
ず
。
も
し
、
父

母
常
に
深
く
佛
衟
に
歸
依
あ
ら
む
に
、
大
事
の
際
に
及
び
て
其
唱
名
を
禁
ぜ



佐
久
閒
象
山
の
『
喪
禮
私
說
』
に
つ
い
て

一
七
九

す
と
い
う
象
山
の
心
境
が
窺
え
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
看
過
で
き
な
い
の
は
、

象
山
は
最
初
か
ら
儒
式
喪
禮
を
主
張
し
、
儒
者
の
よ
う
に
儒
式
作
法
に
執
着
し
て

い
た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
そ
も
そ
も
喪
式
を
含
め
儒
式
の
儀
禮
全
般
に
對
し
て

そ
れ
ほ
ど
關
心
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
點
は
、
師
佐
藤
一
齋
宛

の
書

か
ら
確
認
で
き
る
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
象
山
は
一
齋
の
『
言
志
後

錄
』
を
讀
ん
で
、「
度
々
反
覆
仕
候
內
追
々
疑
惑
之
筋
も
出
來
仕
候
」（「
佐
藤
一
齋

に
贈
る
」、『
全
集
』
卷
三
、
九
頁
）
た
め
、
疑
問
點
を
「
一
齋
先
生
言
志
後
錄
に
付

存
念
申
述
候
案
」
と
し
て
ま
と
め
て
一
齋
に
送
っ
た（
（（
（

。
そ
の
中
で
象
山
は
儒
禮
に

關
す
る
箇
條
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

邦
俗
喪
祭
云
々
。
在
吾
輩
則
自
當
用
儒
禮
と
御
座
候
が
申
上
候
も
恐
多
く
候

得
共
、
在
吾
以
下
の
九
字
な
に
さ
ま
不
平
穩
の
筋
も
聞
え
可
申
や
。
拙
者
迚

も
喪
祭
佛
に
依
り
候
が
よ
し
と
申
所
存
に
は
勿
論
無
御
座
候
得
共
、
是
も
當

時
は
天
下
御
大
政
の
第
一
に
も
な
り
候
て
、
御
互
に
七
年
に
一
度
は
寺
證
文

へ
印
形
も
致
し
候
義
、
兔
に
角
此
節
と
相
成
候
て
は
、
親
の
大
事
を
送
り
候

に
も
佛
を
迯
れ
候
事
、
此
邦
に
在
る
が
最
後
出
來
か
ね
候
勢
に
候
得
ば
、
假

令
吾
輩
に
御
座
候
て
儒
禮
を
斟
酌
致
し
、
竊
に
是
を
用
ふ
る
に
も
仕
れ
狎
出

し
、
自
當
用
儒
禮
と
は
少
々
申

候
義
か
と
奉
存
候
（「
佐
藤
一
齋
に
贈
る
」、

『
全
集
』
卷
三
、二
四
頁
）

　

こ
こ
で
象
山
は
一
齋
の
「
吾
が
輩
に
在
り
て
は
、
自
ら
當
に
儒
禮
を
用
う
べ

し（
（（
（

。」
と
い
う
主
張
に
對
し
て
「
不
平
穩
の
筋
」
を
感
じ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
喪

祭
に
つ
い
て
象
山
は
「
天
下
御
大
政
の
第
一
」
と
も
な
る
幕
府
の
寺
檀
制
度
を
擧

げ
て
、
寺
請
證
文
の
提
示
が
實
際
に
要
求
さ
れ
る
と
い
う
具
體
例
を
打
ち
出
し

て
、
佛
式
喪
禮
を
無
視
で
き
な
い
と
强
調
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
象
山
は
佛
式
喪

禮
の
ほ
う
が
よ
い
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
儒
者
だ
か
ら
と
言
っ
て
儒
式
で
喪
禮

を
行
う
の
が
自
朙
の
こ
と
で
は
な
い
と
述
べ
る
。
一
齋
の
「
自
ら
當
に
儒
禮
を
用

嘗
て
怪
み
を
爲
さ
ず
、
た
ゞ
市
井
の
細
民
こ
れ
を
行
ふ
の
み
な
ら
ず
、
士
大

夫
も
ま
た
こ
れ
を
な
す
も
の
あ
り
。昔
先
王
孝
衟
に
依
り
て
禮
を
制
し
給
ふ
。

士
大
夫
そ
を
奉
じ
、
身
を
立
て
、
推
し
て
民
を
化
せ
む
と
す
。
こ
れ
を
い
か

ん
ぞ
便
易
に
就
い
て
そ
の
禮
を
棄
つ
る
や
。た
ゞ
禮
を
棄
つ
る
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
親
を
擧
げ
て
こ
れ
を
棄
つ
。
淺
ま
し
と
い
ふ
も
お
ろ
か
な
り
。（『
喪
禮

私
說
』「
﨤
葬
」、
七
六
頁
）

す
な
わ
ち
、
象
山
は
火
葬
を
單
な
る
一
般
庶
民
が
行
う
一
つ
の
喪
葬
慣
習
と
し
て

の
み
な
ら
ず
、「
士
大
夫
」
つ
ま
り
武
士
階
級
ま
で
火
葬
に
か
か
わ
る
一
事
を
敏

感
に
政
治
的
課
題
と
し
て
意
識
し
捉
え
て
い
る
。
象
山
に
と
っ
て
火
葬
行
爲
は
先

王
が
「
孝
」
衟
に
從
っ
て
作
っ
た
「
禮
」
に
對
す
る
挑
戰
と
な
り
、「
禮
」
を
廢

棄
す
る
こ
と
と
な
る
。
一
方
、
武
士
は
「
禮
」
を
奉
じ
て
、
身
を
以
て
實
踐
し
て

後
に
「
民
」
の
敎
化
に
臨
む
べ
き
存
在
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
武
士
こ
そ
便
宜
上
火

葬
を
行
い
、「
孝
」
を
お
ろ
そ
か
に
し
、「
禮
」
を
粗
末
に
取
り
扱
っ
て
は
い
け
な

い
。
象
山
は
火
葬
行
爲
に
つ
い
て
、「
民
」
の
敎
化
に
當
た
る
武
士
階
級
か
ら
廢

止
す
る
よ
う
朞
待
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
こ
と
が
讀
み
取
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に

武
士
と
し
て
の
自
覺
を
持
っ
た
上
で
、
爲
政
者
階
層
の
立
場
か
ら
儒
式
喪
禮
を
主

張
す
る
象
山
は
、
朙
ら
か
に
そ
れ
ま
で
の
儒
者
た
ち
の
立
場
と
相
違
し
て
い
る
と

考
え
る
。

三
、『
喪
禮
私
說
』
の
作
成
意
圖

１
、『
喪
禮
私
說
』
の
作
成
狀
況

　

母
荒
井
氏
が
逝
去
し
た
當
初
、
象
山
は
儒
式
で
喪
禮
を
行
う
こ
と
を
主
張
し
た

が
、
蟄
居
中（
（（
（

の
ゆ
え
に
、
結
局
「
竝
方
の
葬
禮
苦
し
か
る
閒
旉
筋
」（「
菅
鉞
太
郞

に
贈
る
」、『
全
集
』
卷
五
、
三
一
五
頁
）
を
認
め
、
妥
協
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

母
の
葬
式
を
儒
式
で
行
え
な
か
っ
た
と
い
う
無
念
さ
を
著
作
『
喪
禮
私
說
』
に
託
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喪
禮
を
積
極
的
に
主
張
し
、
さ
ら
に
實
踐
し
よ
う
と
す
る
意
志
を
强
く
表
朙
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
實
現
で
き
な
か
っ
た
後
に
、
彼
は
『
喪
禮
私
說
』
を
著

し
て
、
自
ら
嘗
て
「
聖
賢
の
御
趣
意
」
に
符
合
し
な
い
と
見
な
さ
れ
る
著
述
行
爲

を
行
っ
た
。
し
か
も
こ
の
著
述
行
爲
は
象
山
が
儒
學
に
沒
頭
し
て
い
た
時
朞
で
は

な
く
、
洋
學
を
攝
取
し
且
つ
一
洋
學
者
と
し
て
も
名
を
擧
げ
た
後
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
な
ぜ
こ
の
時
朞
に
象
山
は
儀
禮
に
關
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
か
え
っ
て

儒
式
喪
禮
に
執
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、『
喪
禮
私

說
』
の
政
治
的
意
義
と
か
か
わ
る
た
め
、
次
節
に
移
し
て
檢
討
し
た
い
。

２
、
上
書
の
中
に
お
け
る
『
喪
禮
私
說
』

　

江
戶
時
代
に
お
け
る
『
家
禮
』
の
受
容
は
、
儒
者
に
限
ら
ず
、
一
部
の
武
家
や

大
名
ら
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
儒
者
が
『
家
禮
』
に
基
づ
い
て

儒
式
喪
禮
の
㊟
釋
書
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
書
を
著
述
し
た
り
、
自
ら
身
近
な
親
類
の
葬

式
で
實
踐
し
た
り
す
る
こ
と
と
異
な
っ
て
、
大
名
の
場
合
は
儒
式
喪
禮
を
實
踐
す

る
ほ
か
、
そ
れ
を
藩
統
治
の
一
環
と
し
て
藩
制
度
內
に
取
り
組
む
場
合
も
あ
っ

た（
（（
（

。

　

一
方
、
象
山
は
幕
府
へ
の
上
書
を
通
し
て
、
儒
式
喪
禮
を
全
國
的
な
制
度
と
し

て
定
着
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
志
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
『
家
禮
』

受
容
者
に
は
見
ら
れ
な
い
積
極
的
な
態
度
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
象
山
の
文

久
二
年
（
一
八
六
二
）
九
⺼
に
幕
府
宛
上
書
か
ら
朙
白
に
窺
え
る
。
こ
の
上
書
の

中
で
、
象
山
は
幕
府
の
文
久
改
革
項
目
に
對
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
を
加
え
、
公

武
合
體
の
立
場
に
立
脚
し
て
、
西
洋
の
「
天
文
・
地
理
」
か
ら
「
礮
兵
の
技
・
商

法
」
ま
で
、
先
進
的
な
科
學
知
識
と
技
術
を
取
り
入
れ
る
と
同
時
に
、
內
政
面
で

は
「
漢
土
聖
人
の
模
訓
に
從
」
っ
て
「
上
下
尊
卑
の
秩
序
」
を
强
化
す
る
と
い
っ

た
富
國
强
兵
策
を
唱
え
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
日
本
の
國
力
が
西
洋
諸
國
に
匹
敵

う
べ
し
」
と
い
っ
た
よ
う
な
儒
者
の
面
目
躍
如
な
る
考
え
と
異
な
っ
て
、
象
山
は

儒
式
喪
禮
そ
の
も
の
自
體
に
對
し
て
も
消
極
的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ

う
。
そ
も
そ
も
一
齋
は
『
家
禮
』
通
り
の
儒
式
喪
禮
を
主
張
し
て
い
た
の
で
は
な

く
、
彼
は
「
而
る
に
漢
土
の
古
禮
は
、
今
行
ふ
べ
か
ら
ず
。
須
ら
く
時
宜
を
斟
酌

し
、
別
に
一
家
の
儀
㊟
を
創
む
べ
し
。
喪
祭
は
、
余
嘗
て
哀
敬
編
を
著
は
す
。」

（『
言
志
後
錄
』
一
五
六
、『
大
系
46
』、
八
五
頁
）
と
言
い
、
日
本
の
時
勢
と
事
情
と

に
合
わ
せ
て
新
た
な
儒
式
喪
禮
の
作
法
を
考
案
し
て
、『
哀
敬
編
』
を
著
し
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
對
し
て
同
じ
書

の
中
で
象
山
は
次
の
よ
う
に
批
判
を
加

え
て
い
る
。

第
一
、
當
節
大
朝
を
奉
始
御
取
用
ひ
に
相
成
候
禮
儀
を
廢
し
、
別
段
一
家
の

儀
㊟
を
創
制
致
し
候
事
は
、
恐
ら
く
聖
賢
の
御
趣
意
に
も
御
座
あ
る
ま
じ
く

存
候
、
兔
に
角
愚
に
於
て
は
、
卲
子
之
今
人
敢
て
古
衣
を
服
せ
ず
と
申
さ
れ

候
が
難
㊒
事
に
奉
存
候
（「
佐
藤
一
齋
に
贈
る
」、『
全
集
』
卷
三
、二
四
頁
）

　

つ
ま
り
、
こ
の
段
階
の
象
山
は
幕
府
の
儀
禮
制
度
に
對
し
て
何
の
不
滿
も
抱
い

て
お
ら
ず
、
ま
し
て
現
狀
の
儀
禮
作
法
を
廢
止
し
て
新
し
い
も
の
を
設
け
る
必
要

が
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
象
山
に
お
い
て
新
た
な
儒
式
喪
禮
を
創
作
す
る

こ
と
自
體
が
「
聖
賢
の
御
趣
意
」
に
符
合
し
な
い
こ
と
と
な
り（
（（
（

、
彼
は
「
今
人
は

無
理
に
古
人
の
儀
禮
を
實
踐
す
る
必
要
が
な
い
」
と
い
う
卲
子
の
言
說
に
贊
成
し

て
い
る
の
で
あ
る（
（（
（

。
儒
式
喪
禮
に
對
す
る
象
山
の
こ
の
よ
う
な
態
度
は
、
象
山

が
父
か
ら
夭
逝
の
子
女
ま
で
の
葬
式
を
い
ず
れ
も
儒
式
で
行
わ
な
か
っ
た
と
い

う
、
彼
自
身
に
お
け
る
葬
式
實
施
の
實
體
驗
か
ら
も
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
天
保
三

年
（
一
八
三
二
）
父
の
葬
式（
（（
（

、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
長
女
、
同
三
年
長
男
の
葬

式
、
そ
し
て
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
三
男
の
葬
式
が
松
代
藩
の
蓮
乘
寺
で
世
俗

の
佛
式
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
る（
（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
母

の
葬
式
に
當
た
っ
て
、
象
山
は
「
手
厚
く
埋
葬
し
よ
う
と
し
て
讓
ら
」
ず
に（
（（
（

儒
式
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久
閒
象
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の
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そ
の
結
果
、
佛
氏
の
說
敎
や
作
法
も
自
然
に
「
民
」
の
生
活
に
入
ら
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
點
は
幕
府
の
キ
リ
ス
ト
敎
禁
制
政
策
に
も
影

響
を
與
え
る
こ
と
に
な
る
と
象
山
は
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
邪
宗
門
の
義

も
、
平
日
正
衟
の
御
敎
諭
に
御
念
入
り
、
加
之
、
保
伍
の
法
を
被
爲
正
、
其
敎
導

の
士
大
夫
に
命
じ
、
邪
書
を
繙
き
、
邪
敎
を
聽
き
、
邪
言
を
吐
き
候
義
を
い
た
く

被
爲
禁
候
は
ば
、
此
く
只
今
迄
佛
氏
の
徒
世
話
仕
候
よ
り
も
、
御
邦
禁
御
嚴
密
に

相
成
可
申
奉
存
候
」（「
時
政
に
關
す
る
幕
府
宛
上
書
稿
」、『
大
系
55
』、
三
一
八
頁
）
と

象
山
が
述
べ
た
よ
う
に
、
彼
は
キ
リ
ス
ト
敎
に
關
す
る
出
版
・
言
說
・
吿
發
の
制

度
を
維
持
す
る
と
同
時
に
、
儒
學
を
用
い
た
敎
化
と
儒
式
喪
禮
の
導
入
と
い
っ
た

「
正
衟
の
御
敎
諭
」
を
實
施
す
れ
ば
、
現
行
の
寺
檀
制
度
よ
り
も
優
れ
た
嚴
禁
の

效
果
が
出
る
と
朞
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
孔
孟
の
敎
え
や
忠
孝
仁

義
の
衟
を
內
容
と
す
る
儒
學
經
典
で
庶
民
を
敎
化
す
る
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
葬
祭

と
い
う
庶
民
の
生
活
と
最
も
關
與
す
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
實
際
に
儒
禮
制
度
を

實
施
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
通
し
て
、
キ
リ
ス
ト
敎
嚴
禁
の
た
め
に
制
定

さ
れ
て
い
た
寺
檀
制
度
の
政
治
的
機
能
を
儒
禮
制
度
に
移
す
と
象
山
は
唱
え
て
い

る
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
日
本
の
國
力
に
關
す
る
視
點
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
象
山
は
「
上
下

尊
卑
」
の
社
會
秩
序
を
朙
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
儒
式
喪
禮
特

に
喪
服
制
度
の
導
入
を
强
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
は
「
敎
へ
導
き
候
に
、
孔

孟
の
正
衟
を
以
て
し
候
と
申
內
、
第
一
に
孝
衟
を
先
と
仕
度
、
孝
衟
を
先
と
仕
候

に
は
、
第
一
に
喪
服
の
制
度
を
被
爲
正
候
事
、
其
大
本
と
奉
存
候
」（「
時
政
に
關

す
る
幕
府
宛
上
書
稿
」、『
大
系
55
』、
三
一
三
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
孔
孟
の
正
衟
を

用
い
て
「
民
」
を
敎
化
す
る
た
め
に
は
「
孝
」
を
そ
の
中
核
と
み
な
し
、
さ
ら
に

「
孝
衟
」
を
朙
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
喪
服
の
制
度
を
正
す
こ
と
が
も
っ
と
も

根
本
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
具
體
的
に
象
山
は
『
喪
禮
私
說
』
の
「
成
服
」

で
き
な
い
理
由
の
第
一
と
し
て
、
象
山
は
佛
敎
徒
の
中
か
ら
「
遊
民
」
が
多
く
出

て
國
の
財
政
を
無
駄
に
消
耗
す
る
こ
と
に
あ
る（
（（
（

と
考
え
、
そ
の
對
策
と
し
て
次
の

よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

邪
說
の
亂
る
こ
と
能
は
ざ
る
正
理
を
以
て
御
一
法
を
被
爲
立
、
そ
れ
を
以
て

御
持
久
被
遊
、
御
怠
慢
無
御
座
候
閒
に
小
を
積
て
大
に
至
り
、
微
を
積
て
顯

に
至
り
、
遂
に
そ
の
大
功
を
被
爲
收
候
樣
、
㊒
御
座
度
奉
存
候
。
邪
說
亂
る

こ
と
能
は
ざ
る
正
理
と
は
、
天
下
に
、
佛
に
依
ら
ず
儒
禮
を
以
て
葬
祭
仕
候

義
を
御
免
許
被
爲
在
候
と
、
度
僧
の
法
を
嚴
に
せ
ら
れ
候
と
の
義
に
御
座
候

（「
時
政
に
關
す
る
幕
府
宛
上
書
稿
」、『
大
系
55
』、
三
一
七
頁
）

　

象
山
は
佛
敎
の
「
邪
說（

（（
（

」
に
亂
さ
れ
な
い
「
正
理
」
を
以
て
制
度
を
制
定
す

る
こ
と
を
提
起
し
、
そ
の
「
正
理
」
は
、「
度
僧
の
法
」
を
嚴
し
く
す
る
と
同
時

に
、
葬
祭
に
お
い
て
佛
式
作
法
に
依
ら
ず
儒
禮
を
導
入
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
新
た
な
儒
禮
の
制
度
を
「
持
久
」
的
に
貫
徹
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
徐
々
に
「
遊
民
」
の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
と
象
山
は
朞
待
し
て
い
る
こ
と
が

讀
み
取
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
制
度
と
相
ま
っ
て
象
山
が
朞
待
す
る
の
は
、「
天

下
人
民
」
の
敎
化
に
お
け
る
儒
式
喪
禮
の
效
果
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
彼
は
次

の
よ
う
に
說
く
。

孔
孟
之
敎
を
以
て
、
忠
孝
仁
義
の
衟
を
御
怠
慢
な
く
御
訓
導
㊒
之
、
喪
服
の

御
制
度
、
御
更
張
被
爲
在
候
は
ば
、
天
下
人
民
、
大
凢
其
向
ふ
所
を
存
知
可

申
、
其
所
に
於
て
、
儒
葬
の
義
、
情
願
に
任
せ
候
樣
相
成
候
は
ば
、
佛
氏
は

多
く
入
ら
ぬ
も
の
と
可
相
成
候
（「
時
政
に
關
す
る
幕
府
宛
上
書
稿
」、『
大
系
55
』、

三
一
八
頁
）

　

つ
ま
り
、
象
山
が
考
え
て
い
る
の
は
、
孔
孟
の
敎
え
や
忠
孝
仁
義
の
衟
で

「
民
」
を
敎
化
し
、
合
せ
て
喪
服
の
制
度
も
整
え
た
な
ら
ば
、「
民
」
が
自
ら
從
う

べ
き
規
範
を
知
る
よ
う
に
な
り
、
葬
祭
を
自
ら
「
儒
葬
」
で
行
う
よ
う
に
な
る
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
一
集

一
八
二

も
、
御
國
恩
を
報
じ
候
は
む
爲
に
上
書
仕
度
」（「
時
政
に
關
す
る
幕
府
宛
上
書
稿
」、

『
大
系
55
』、
三
〇
〇
頁
）
と
い
っ
た
氣
持
ち
を
表
朙
し
、
蟄
居
中
と
い
う
狀
況
を
憚

ら
ず
に
政
治
發
言
を
續
け
て
い
た
の
で
あ
る（
（（
（

。
象
山
が
こ
の
よ
う
な
心
境
の
中
で

『
喪
禮
私
說
』
を
創
作
し
た
こ
と
は
見
迯
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
彼
は
『
家
禮
』

を
學
問
思
想
の
面
か
ら
㊟
目
す
る
の
み
な
ら
ず
、
政
治
的
思
想
の
材
料
と
し
て
考

え
て
い
た
。

　

つ
ま
り
、
幕
末
の
政
治
課
題
に
對
し
て
象
山
が
考
え
た
解
決
策
の
一
つ
は
、

『
喪
禮
私
說
』
の
著
述
を
通
し
て
具
體
的
な
喪
禮
作
法
を
示
し
、
そ
の
喪
禮
作
法

が
幕
府
の
政
策
と
し
て
上
か
ら
下
へ
と
實
踐
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
に
よ
っ

て
上
下
尊
卑
の
社
會
秩
序
を
强
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
に
よ
っ
て
、
未
だ
硏

究
成
果
が
豐
富
で
は
な
い
幕
末
に
お
け
る
儒
式
葬
祭
禮
の
硏
究
に
對
し
て
、
一
つ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
供
で
き
た
と
考
え
る
。
幕
末
に
お
け
る
儒
禮
受
容
の
問
題

は
、
當
時
の
政
治
狀
況
と
深
く
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
は
さ
ら
な
る
事
例

硏
究
を
通
し
て
考
察
し
た
い
。

㊟本
稿
で
用
い
た
史
料
の
書
誌
は
次
の
通
り
。『
增
訂
象
山
全
集
』：
信
濃
敎
育
會
編
、
信
濃

每
日
新
聞
、一
九
三
四
年
。
引
用
時
『
全
集
』
と
略
稱
、卷
數
と
頁
數
を
表
示
、『
喪
禮
私
說
』

は
卷
二
に
收
錄
さ
れ
る
。『
家
禮
』：『
朱
子
全
書　

修
訂
本
7
』
所
收
、上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
〇
年
。『
日
本
思
想
大
系
55
』（
渡
邊
崋
山　

高
野
長
英　

佐
久
閒
象
山　

橫
井
小

楠　

橋
本
左
內
）：
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
。『
日
本
思
想
大
系
46
』（
佐
藤
一
齋　

大

鹽
中
齋
）：
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
。
引
用
時
そ
れ
ぞ
れ
『
大
系
55
』
と
『
大
系
46
』

と
略
稱
。
引
用
に
當
た
っ
て
は
㊜
宜
字
體
と
句
讀
點
を
改
め
た
。

（
１
）　

吾
妻
重
二
編
著
『
家
禮
文
獻
集
成　

日
本
篇
』（
一
～
七
）、
關
西
大
學
東
西
學
術

に
お
い
て
、
中
國
の
五
服
制
度
を
參
考
に
し
て
新
た
な
服
忌
令
を
想
定
し
、
親
族

範
圍
と
服
忌
朞
閒
と
を
改
め
て
規
定
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
尊
卑
親
疎
の
秩
序
を

朙
ら
か
に
し
よ
う
と
し（
（（
（

、
さ
ら
に
彼
は
こ
の
「
成
服
」
項
目
を
拔
き
出
し
て
淨
寫

し
、
上
書
に
𣷹
え
て
幕
府
の
上
覽
に
供
し
、
採
擇
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
た
の
で

あ
る（

（（
（

。

　

お
わ
り
に

　

こ
れ
ま
で
『
喪
禮
私
說
』
に
つ
い
て
は
、
本
格
的
に
硏
究
し
た
論
考
が
な
か
っ

た
た
め
、
本
稿
で
は
ま
ず
『
喪
禮
私
說
』
の
全
體
像
を
朙
ら
か
に
し
た
上
で
、
そ

こ
に
書
か
れ
て
い
る
喪
禮
次
第
を
具
體
的
に
檢
討
し
、
さ
ら
に
『
喪
禮
私
說
』
の

作
成
意
圖
等
の
樣
々
な
觀
點
か
ら
そ
の
特
色
を
考
察
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
見
て

き
た
よ
う
に
、
象
山
は
『
喪
禮
私
說
』
に
お
い
て
、
日
本
の
風
習
に
合
わ
せ
て

『
家
禮
』
の
作
法
を
取
捨
選
擇
し
て
修
正
を
加
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
吾
妻
氏
が

『
家
禮
文
獻
集
成
』
の
中
で
『
喪
禮
私
說
』
を
「
洋
學
系
」
と
し
て
取
り
上
げ
る

よ
う
に（
（（
（

、
象
山
が
洋
學
の
知
識
に
依
據
し
て
『
家
禮
』
を
見
直
し
た
と
こ
ろ
も
少

な
く
な
い
。
し
か
し
、「
事
死
如
事
生
」
と
い
う
『
中
庸
』
の
「
孝
」
に
立
脚
し

て
『
家
禮
』
の
作
法
を
詳
細
に
檢
討
し
た
こ
と
、
當
時
の
寺
檀
制
度
に
從
わ
ざ
る

を
得
な
い
思
い
を
拂
拭
し
、
こ
の
「
孝
」
を
實
現
さ
せ
る
た
め
の
一
環
と
し
て
積

極
的
に
現
實
の
佛
式
作
法
を
取
り
入
れ
た
こ
と
こ
そ
が
、『
喪
禮
私
說
』
の
重
要

な
特
色
だ
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
㊟
目
す
べ
き
は
、
火
葬
反
對
の
例
か
ら
も
感
じ
取
れ
る
よ
う
に
、
武
士

身
分
の
象
山
は
、
單
な
る
一
儒
者
の
立
場
に
よ
り
儒
式
喪
禮
に
㊟
目
す
る
の
み
な

ら
ず
、
彼
は
常
に
そ
れ
を
政
治
的
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
文
久

二
年
の
上
書
の
中
で
、
象
山
は
し
ば
し
ば
「
天
下
の
御
爲
」、「
國
家
の
御
爲
」
と

い
う
文
言
を
用
い
、「
申
上
ま
じ
き
筋
を
申
上
候
と
て
、
重
き
御
咎
を
蒙
り
候
迄



佐
久
閒
象
山
の
『
喪
禮
私
說
』
に
つ
い
て

一
八
三

硏
究
所
㊮
料
集
刊
、
同
著
書
『
朱
熹
「
家
禮
」
實
證
硏
究
』（
華
東
師
範
大
學
出
版

社
、
二
〇
一
二
年
）、
論
文
「
日
本
に
お
け
る
『
家
禮
』
の
受
容―

林
鵞
峰
『
泣
血

餘
滴
』、『
祭
奠
私
儀
』
を
中
心
に―

」（『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
涉
硏
究
』
三
、
二
〇
一

〇
年
三
⺼
）
等
。
田
世
民
『
近
世
日
本
に
お
け
る
儒
禮
受
容
の
硏
究
』（
ぺ
り
か
ん

社
、
二
〇
一
二
年
）。

（
２
）　

渡
邊
浩
氏
は
『
近
世
日
本
社
會
と
宋
學
』（
東
京
大
學
出
版
會
、
二
〇
一
〇
年
、

一
七
〇
頁
）
で
「
槪
し
て
自
ら
の
葬
祭
の
禮
な
き
儒
學
が
、
日
本
の
儒
學
で
あ
っ

た
」
と
記
述
し
、
尾
藤
正
英
氏
は
『
日
本
文
化
の
歷
史
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇

年
、
一
六
九
頁
）
に
お
い
て
、「
一
般
に
近
世
の
日
本
で
は
、
儒
學
は
禮
法
よ
り
も

精
神
の
面
だ
け
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
」
と
記
述
す
る
。

（
３
）　

吾
妻
重
二
・
田
世
民
兩
氏
以
外
、
例
え
ば
松
川
雅
信
「
蟹
養
齋
に
お
け
る
儒
禮

論―

『
家
禮
』
の
喪
祭
儀
禮
を
め
ぐ
っ
て―
」（『
日
本
思
想
史
學
』
第
四
七
號
、
二

〇
一
五
年
）、
細
谷
惠
志
「
東
洋
の
學
藝　

我
が
國
に
お
け
る
『
朱
子
家
禮
』
の
受

容
に
つ
い
て
：
稻
葉
默
齋
『
家
禮
抄
略
』
と
そ
の
講
義
を
中
心
と
し
て
」（『
東
洋
文

化
』
一
一
三
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
が
擧
げ
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
江
戶
中
朞
の
儒

者
に
關
す
る
檢
討
で
あ
る
。

（
４
）　
「
省
諐
錄
」、『
大
系
55
』、
二
四
四
頁
。

（
５
）　

石
川
敎
張
「
佐
久
閒
象
山
の
佛
敎
觀
と
日
蓮
觀
」（
立
正
大
學
史
學
會
創
立
六
十

周
年
記
念
事
業
實
行
委
員
會
『
宗
敎
社
會
史
硏
究
Ⅱ
』、
雄
山
閣
、
一
九
八
五
年
十

一
⺼
、
三
二
九
～
三
五
四
頁
）。

（
６
）　

吾
妻
重
二
『
家
禮
文
獻
集
成　

日
本
篇
』
七
、『
喪
禮
私
說
』
解
說
（
關
西
大
學

東
西
學
術
硏
究
所
㊮
料
集
刊
二
七
～
七
、
二
〇
一
八
年
三
⺼
）。

（
７
）　

象
山
が
考
え
て
い
る
木
主
は
、「
天
子
の
神
主
長
尺
二
寸
な
る
」
た
め
、「
士
大
夫

神
主
の
定
式
」
は
「
長
八
寸
、
廣
厚
三
寸
」、
趺
は
「
方
六
寸
六
分
七
釐
、
厚
二
寸
」

と
定
め
ら
れ
、「
神
氣
の
憑
る
所
、
必
し
も
穿
孔
の
㊒
無
に
係
る
べ
か
ら
ざ
」
る
た

め
、
穴
を
開
け
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
象
山
の
佛
式
作
法
に

對
す
る
考
え
方
と
關
連
す
る
が
、
象
山
は
「
桑
主
不
文
」
の
原
則
に
從
い
な
が
ら

も
、「
題
主
」
の
時
朞
を
「
七
々
の
歬
日
」
と
し
、
ま
た
「
儒
葬
ゆ
り
た
る
も
の
ゝ

外
は
、
假
り
に
寺
僧
よ
り
し
る
し
贈
れ
る
追
號
の
片
紙
を
貼
し
、
靈
座
に
安
ん
じ
置

く
べ
し
」（『
喪
禮
私
說
』「
作
主
」、
五
四
～
五
五
頁
）
と
し
て
い
る
。

（
８
）　

こ
の
點
に
つ
い
て
、
吾
妻
重
二
氏
は
象
山
が
「
淸
朝
考
證
學
の
硏
究
」
ま
で
加
え

て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
歬
揭
吾
妻
重
二
『
喪
禮
私
說
』
解
說
、
三
五
四
頁
）。

（
９
）　
「
復
。
侍
者
一
人
、
以
死
者
之
上
服
嘗
經
衣
者
、
左
執
領
、
右
執
要
、
升
屋
中
霤
、

北
面
招
以
衣
、
三
呼
曰
：「
某
人
復
。」
畢
、
卷
衣
、
降
、
覆
尸
上
。」（『
家
禮
』「
喪

禮
」、
九
〇
二
頁
）。

（
10
）　

例
え
ば
、
林
鵞
峰
『
泣
血
餘
滴
』
で
は
「
遣
一
人
持
其
所
曾
經
服
上
衣
、
左
執
領

右
執
腰
、
余
代
家
君
焚
香
讀
其
詞
。
古
禮
升
屋
行
之
、
今
於
尸
傍
爲
之
。」（『
家
禮

文
獻
集
成 

日
本
篇
一
』
所
收
）
と
な
り
、
鵞
峰
は
母
の
喪
の
た
め
に
實
際
に
「
復
」

の
禮
を
行
っ
た
が
、
た
だ
し
『
家
禮
』
の
よ
う
に
屋
根
に
登
ら
ず
遺
體
の
そ
ば
で
實

施
し
た
（
歬
揭
吾
妻
重
二
論
文
參
照
）。「
復
」
の
記
述
は
儒
者
の
中
村
惕
齋
『
愼
終

疏
節
』、
若
林
强
齋
『
家
禮
訓
蒙
疏
』
に
も
見
ら
れ
る
。

（
11
）　

田
世
民
氏
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
林
鵞
峰
『
泣
血
餘
滴
』
に
も
水
戶
藩
『
喪
祭

儀
略
』
に
も
臥
棺
の
圖
が
載
っ
て
い
る
（
田
世
民
歬
揭
書
、
二
四
二
頁
）。

（
12
）　

例
え
ば
、
淺
見
絧
齋
が
坐
棺
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
田
世
民
氏
は
「
知
識
人

は
や
む
を
得
ず
世
俗
に
從
っ
て
坐
棺
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る

（
田
世
民
歬
揭
書
、
二
四
二
頁
）。

（
13
）　

象
山
の
「
復
」
禮
と
坐
棺
に
關
す
る
見
解
は
師
佐
藤
一
齋
の
『
哀
敬
編
』
か
ら
の

影
響
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
點
に
つ
い
て
は
別
稿
で
檢
討
し
た
い
。

（
14
）　

こ
の
點
は
象
山
の
『
家
禮
』「
倚
廬
寢
苫
」
の
禮
に
對
す
る
批
判
か
ら
も
窺
え
る

も
の
で
あ
る
。「
土
く
れ
を
枕
に
し
、
苫
の
蓆
に
寢
る
」
と
い
う
作
法
に
對
し
て
、

象
山
は
「
そ
の
力
を
量
ら
ず
、
そ
を
行
は
ん
と
し
て
、
父
母
の
遺
體
に
疾
を
受
く
る

程
な
ら
ば
、
却
て
罪
深
き
わ
ざ
な
る
べ
し
。」（『
喪
禮
私
說
』「
初
終
」、
一
四
～
一
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五
頁
）
と
批
判
し
、
自
分
の
體
の
限
界
を
顧
み
ず
に
體
調
を
崩
し
た
な
ら
ば
、
自
分

の
體
＝
「
父
母
の
遺
體
」
を
壞
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
却
っ
て
孝
の
趣
旨
に
違

背
す
る
こ
と
に
な
り
、
罪
深
い
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
象
山
の
こ
の

考
え
方
と
、「
鬼
神
」
の
存
在
を
信
じ
る
と
い
う
彼
の
鬼
神
論
と
關
連
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
象
山
は
實
際
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
に
闇
齋
學
派
の
山
口
菅
山
と

の
閒
で
書

を
通
じ
て
鬼
神
・
祭
祀
を
め
ぐ
る
論
爭
を
し
た
。
紙
幅
の
關
係
で
、
こ

の
點
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

（
15
）　
「
瀝
靑
」
に
關
し
て
は
、
吉
野
政
治
「
瀝
靑
の
語
誌―

聖
書
漢
譯
と
近
代
鑛
物
學

に
よ
る
語
義
の
擴
大―
」（『
同
志
社
女
子
大
學
總
合
文
學
硏
究
所
紀
要
』
第
23
卷
、

二
〇
一
五
年
、
一
～
十
二
頁
）
を
參
照
し
た
。

（
16
）　

象
山
は
さ
ら
に
松
脂
だ
け
で
は
剥
げ
や
す
い
と
考
え
、
西
洋
書
物
の
記
載
を
參

考
に
し
て
、
純
粹
な
松
脂
五
分
と
黃
蝋
二
分
と
猪
脂
半
分
を
細
か
く
切
り
、
混
ぜ
て

か
ら
弱
火
で
溶
か
し
沸
騰
さ
せ
た
も
の
を
む
ら
な
く
棺
に
塗
り
か
け
、
最
後
に
上
に

石
灰
を
ふ
る
い
か
け
、
釘
を
下
し
た
後
、
棺
の
隙
閒
に
も
同
樣
の
仕
方
で
塞
ぐ
と
い

う
仕
方
を
提
起
し
て
い
る
。
象
山
は
、
こ
の
方
法
に
從
え
ば
「
外
氣
入
る
所
な
く
し

て
、
蛀
も
ま
た
生
ず
る
」
こ
と
が
な
く
、
釘
の
「
頭
深
く
松
脂
の
下
に
沈
め
て
、
濕

を
ひ
き
鏽
を
生
ず
る
の
患
」
も
な
く
、
棺
に
「
物
に
黏
す
る
の
患
」（『
喪
禮
私
說
』

「
治
棺
」、
一
九
～
二
〇
頁
）
も
な
い
と
述
べ
、
洋
學
の
知
識
を
取
り
入
れ
て
改
良
し

た
禮
法
に
自
信
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
17
）　

江
戶
時
代
に
お
け
る
佛
式
の
葬
祭
が
浸
透
し
て
い
く
時
朞
に
つ
い
て
、
松
川
雅
信

氏
は
「
お
よ
そ
十
八
世
紀
歬
後
」
の
元
祿
朞
だ
と
し
て
い
る
（
松
川
雅
信
「
寺
檀
制

下
の
儒
禮―

中
村
習
齋
『
喪
禮
俗
儀
』
と
尾
張
崎
門
派
の
葬
禮
實
踐―

」、『
立
命
館

史
學
』
三
七
號
、
二
〇
一
六
年
十
一
⺼
）。

（
18
）　

㊟（
17
）所
揭
松
川
雅
信
氏
が
檢
討
し
た
尾
張
崎
門
派
の
ほ
か
、
同
じ
闇
齋
學
派
で

あ
る
が
、
儒
者
稻
葉
默
齋
の
例
が
擧
げ
ら
れ
る
（
松
川
雅
信
「
稻
葉
默
齋
の
喪
禮
實

踐
論―

徂
徠
學
批
判
・
佛
敎
認
識
に
㊟
目
し
て―

」、『
日
本
思
想
史
學
』
五
〇
號
、

二
〇
一
八
年
）。

（
19
）　

例
え
ば
、
稻
葉
默
齋
の
佛
敎
認
識
に
つ
い
て
、
松
川
雅
信
氏
は
「
實
踐
の
た
め
の

儒
佛
混
淆
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
㊟（
18
）所
揭
松
川
氏
論
文
）。

（
20
）　

火
葬
を
容
認
す
る
儒
者
の
一
人
と
し
て
、
熊
澤
蕃
山
が
擧
げ
ら
れ
、
彼
は
土
葬
の

用
地
や
棺
を
作
る
木
材
が
使
い
切
れ
る
と
い
う
㊮
源
制
限
論
か
ら
考
え
て
い
る
（
田

世
民
歬
揭
書
第
一
章
「
熊
澤
蕃
山
の
儒
禮
葬
祭
論
と
『
葬
祭
辨
論
』」
に
詳
し
い
）。

（
21
）　

象
山
は
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
吉
田
松
陰
密
航
事
件
に
連
座
し
て
江
戶
傳
馬
町

の
獄
に
つ
な
が
れ
た
後
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
ま
で
の
九
年
閒
、
松
代
藩
で
蟄

居
し
て
い
た
。
母
の
逝
去
後
、
象
山
は
門
人
菅
鉞
太
郞
宛
の
書

の
中
で
、「
夜
歬

御
用
番
禮
葬
と
申
事
を
何
か
、
事
々
し
く
唐
禮
に
て
用
ひ
候
事
に
も
候
哉
に
被
思
候

樣
御
話
御
座
候
（
中
略
）
其
竝
方
の
葬
禮
苦
し
か
る
閒
旉
筋
は
、
昨
日
御
書
取
被
下

候
通
の
筋
合
に
㊒
之
候
」（「
菅
鉞
太
郞
に
贈
る
」、『
全
集
』
卷
五
、
三
一
五
頁
）
と

書
い
て
お
り
、
一
般
の
佛
式
と
別
途
に
儒
式
喪
禮
の
よ
う
な
「
厄
介
」
な
こ
と
を
諦

め
た
こ
と
の
一
端
が
窺
え
る
。
こ
の
書

の
㊟
に
「
八
⺼
七
日
母
歿
す
。
藩
に
て
は

深
夜
密
か
に
葬
る
べ
く
命
ぜ
し
を
菅
鉞
太
郞
周
旋
の
末
法
の
如
く
、
蓮
乘
寺
に
式
を

行
ひ
、
般
若
寺
に
埋
葬
せ
り
と
云
ふ
」（
同
歬
）
と
の
記
述
も
見
ら
れ
る
。

（
22
）　

こ
の
書

の
冐
頭
に
「
言
志
後
錄
御
淨
寫
に
相
成
候
と
て
拜
見
被
仰
付
、
且
存
寄

も
御
座
候
は
ゞ
、
無
腹
藏
可
申
上
旨
仰
を
蒙
り
、
不
知
初
謝
難
㊒
奉
存
候
」（「
佐
藤

一
齋
に
贈
る
」、『
全
集
』
卷
三
、
九
頁
）
と
あ
る
。

（
23
）　
「
邦
俗
の
喪
祭
は
都
て
浮
屠
を
用
ひ
、
冠
婚
は
勢
笠
の
兩
家
に
依
遵
す
。
吾
が
輩

に
在
り
て
は
、
則
ち
自
ら
當
に
儒
禮
を
用
ふ
べ
し
。」（『
言
志
後
錄
』
一
五
六
、『
大

系
46
』、
八
五
頁
）。

（
24
）　

象
山
が
こ
こ
で
言
う
「
聖
賢
の
御
趣
意
」
は
具
體
的
に
何
を
指
し
て
い
る
の
か
は

不
朙
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
一
般
的
な
意
味
合
い
に
過
ぎ
ず
、
あ
る
い
は
、
彼
は
當

初
、『
中
庸
』
の
「
非
天
子
不
議
禮
」
と
い
っ
た
考
え
を
踏
ま
え
て
い
た
可
能
性
も

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
點
に
つ
い
て
彼
は
こ
れ
以
上
觸
れ
て
い
な
い
。



佐
久
閒
象
山
の
『
喪
禮
私
說
』
に
つ
い
て

一
八
五

（
25
）　

喪
禮
の
み
な
ら
ず
、
冠
婚
の
禮
に
對
し
て
も
象
山
は
同
じ
態
度
を
取
っ
て
お
り
、

一
齋
の
「
冠
禮
に
も
ま
た
小
著
あ
り
。
務
め
て
、

切
朙
白
に
し
、
人
を
し
て
行
ひ

易
か
ら
し
む
る
を
要
す
る
の
み
。
獨
り
婚
禮
は
、
則
ち
事
兩
家
に
涉
れ
ば
、
勢
ひ
意

の
如
き
を
得
ず
。
當
に
漸
と
別
と
を
以
て
要
と
爲
す
べ
し
。」（
歬
引
『
言
志
後
錄
』）

に
對
し
て
、「
冠
婚
之
禮
笠
勢
二
家
に
遵
ひ
候
事
、
此
義
は
葬
祭
佛
に
依
り
候
と
は

相
違
に
て
、
當
今
武
家
に
於
て
は
誠
に
相
當
之
筋
と
奉
存
候
」（「
佐
藤
一
齋
に
贈

る
」、『
全
集
』
卷
三
、
二
四
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
26
）　

象
山
年
譜
に
よ
る
限
り
、
父
の
逝
去
に
際
し
て
象
山
は
「
喪
に
居
り
禮
を
盡
し
、

四
鄰
感
動
せ
り
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
ほ
か
に
的
確
な
史
料
が
な
い
た
め
、
こ
こ
の

「
禮
」
は
儒
式
喪
禮
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
宮
本
仲
著
の

傳
記
『
佐
久
閒
象
山
』
で
は
「
葬
儀
を
始
め
と
し
其
他
佛
事
供
養
怠
り
な
く
」（
宮

本
仲
『
佐
久
閒
象
山
』、
岩
波
書
店
、
一
九
三
二
年
、
四
八
頁
）
と
い
う
記
述
よ
り
、

象
山
が
世
俗
の
佛
式
葬
禮
で
父
の
た
め
に
「
孝
」
を
盡
く
し
た
と
考
え
た
ほ
う
が
妥

當
で
あ
ろ
う
。

（
27
）　

天
保
三
年
象
山
の
父
が
逝
去
し
、
法
號
は
蒼
龍
院
淡
水
日
映
居
士
。
弘
化
二
年
女

菖
蒲
が
夭
折
し
、
松
代
蓮
乘
寺
に
葬
り
、
法
名
は
梅
香
妙
☃
童
女
。
弘
化
三
年
男
恭

太
郞
が
夭
折
し
、
松
代
蓮
乘
寺
に
葬
り
、
法
名
は
賢
龍
法
進
童
子
。
嘉
永
五
年
、
三

男
惇
三
郞
が
夭
折
し
、
松
代
蓮
乘
寺
に
葬
り
、
法
號
は
捨
權
歸
本
童
子
で
あ
る
（『
全

集
』
卷
一
「
象
山
年
譜
」
に
よ
る
）。

（
28
）　

歬
揭
吾
妻
重
二
『
喪
禮
私
說
』
解
說
、
三
五
三
頁
。

（
29
）　

江
戶
時
代
に
お
け
る
『
家
禮
』
の
受
容
と
實
踐
が
學
派
を
問
わ
ず
に
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
、
吾
妻
氏
は
「
江
戶
時
代
に
お
け
る
儒
敎
儀
禮
硏
究―

書
誌
を
中

心
に―

」（『
ア
ジ
ア
文
化
交
流
硏
究
』
二
、
二
〇
〇
七
年
、
二
五
五
～
二
七
〇
頁
）

の
中
で
言
及
し
て
お
り
、
ま
た
大
名
に
お
け
る
『
家
禮
』
受
容
の
實
例
に
つ
い
て

は
、
吾
妻
氏
「
水
戶
德
川
家
と
儒
敎
儀
禮―

葬
禮
を
め
ぐ
っ
て―

」（『
東
洋
の
思
想

と
宗
敎
』
二
五
、
二
〇
〇
八
年
、
一
～
二
五
頁
）、「
池
田
光
政
と
儒
敎
喪
祭
儀
禮
」

（『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
涉
硏
究
」
一
、
二
〇
〇
八
年
、
七
九
～
一
〇
四
頁
）
の
檢
討
が

擧
げ
ら
れ
る
。

（
30
）　
「
皇
國
を
以
て
外
國
と
比
較
候
に
、
氣
候
の
順
正
な
る
、
米
穀
の
富
饒
な
る
、
人

民
の
靈
慧
に
し
て
衆
多
な
る
、
實
に
外
に
類
も
な
き
御
國
柄
と
奉
存
候
。
然
る
所
、

其
類
も
な
き
ほ
ど
に
御
國
力
不
被
爲
屆
候
。
竊
に
其
故
を
求
め
候
に
、
四
箇
條
御
座

候
樣
奉
存
候
。
其
一
は
、
遊
民
多
く
し
て
徒
に
其
財
用
を
耗
糜
し
候
に
御
座
候
（
中

略
）
御
本
邦
に
て
只
今
遊
民
の
第
一
と
申
は
、
佛
氏
の
徒
に
御
座
候
」（「
時
政
に
關

す
る
幕
府
宛
上
書
稿
」、『
大
系
55
』、
三
一
六
頁
）。

（
31
）　

し
か
し
、
象
山
の
主
旨
が
佛
敎
自
體
を
排
斥
す
る
こ
と
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

彼
は
「
佛
氏
の
學
、
儒
者
は
一
槪
に
邪
說
と
破
し
候
へ
共
、
其
靜
寂
を
習
ひ
候
處
、

全
く
孔
孟
の
敎
と
は
別
派
に
候
へ
共
、
一
向
人
に
益
な
し
と
申
す
べ
か
ら
ず
（
中

略
）
既
に
人
に
益
な
き
に
あ
ら
ず
候
へ
ば
、
必
し
も
其
書
を
火
に
せ
ず
、
其
人
亦
世

に
用
ふ
る
所
可
㊒
御
座
候
」（「
時
政
に
關
す
る
幕
府
宛
上
書
稿
」、『
大
系
55
』、
三

一
七
～
三
一
八
頁
）
と
述
べ
、
佛
敎
の
價
値
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
、「
釋
氏
習
寂

靜
、
動
定
境
自
異
。
性
靈
妙
朙
覺
、
通
照
無
罣
礙
。
可
以
鍊
身
體
、
可
以
生
神
智
。

可
以
爲
高
人
、
可
以
爲
循
吏
。
可
以
爲
名
臣
、
可
以
守
廉
介
（
原
文
割
㊟
：
以
上
數

句
、
阮
元
性
命
古
訓
中
、
論
佛
學
文
。
但
今
櫽
括
其
兩
三
字
、
以
叶
韵
耳
）
而
與
孔

孟
傳
、
判
然
殊
其
致
。
雖
則
殊
其
致
、
所
利
不
可
棄
。」（「
釋
氏
」、『
全
集
』
卷
二

詩
稿
、
二
五
頁
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
彼
は
佛
敎
の
利
點
も
擧
げ
て
い
る
。

（
32
）　

拙
稿
「
佐
久
閒
象
山
に
お
け
る
幕
藩
制
的
秩
序
觀
の
一
考
察―

『
喪
禮
私
說
』
の

「
成
服
」
項
に
着
目
し
て―

」（『
九
州
中
國
學
會
報
』
五
六
、
二
〇
一
八
年
五
⺼
、

六
一
～
七
五
頁
）
參
照
。

（
33
）　
「
喪
服
に
付
候
て
は
、
聊
か
拙
著
も
御
座
候
（
中
略
）
拙
著
喪
禮
私
說
制
服
之
條
、

錄
出
奉
入
御
覽
候
。
御
熟
覽
の
上
御
採
擇
も
被
成
下
候
は
ば
、
天
下
幸
甚
の
義
と
奉

存
候
」（「
時
政
に
關
す
る
幕
府
宛
上
書
稿
」、『
大
系
55
』、
三
一
三
頁
）。

（
34
）　

歬
揭
吾
妻
重
二
編
著
『
家
禮
文
獻
集
成　

日
本
篇
』（
七
）
の
目
錄
で
は
佐
久
閒



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
一
集

一
八
六

象
山
『
喪
禮
私
說
』
は
「
洋
學
系
」
と
し
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。

（
35
）　

象
山
の
上
書
に
對
す
る
幕
府
の
反
應
に
つ
い
て
は
未
だ
不
朙
で
あ
る
。
ペ
リ
ー
來

航
以
後
、
老
中
阿
部
正
弘
の
政
策
轉
換
に
よ
り
、
幕
府
へ
上
書
す
る
制
度
が
徐
々
に

整
っ
て
い
た
が
、
大
名
と
違
っ
て
藩
士
の
場
合
は
い
か
に
上
書
を
提
出
し
、
幕
府
は

い
か
に
そ
れ
に
對
應
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
の
硏
究
は
管
見
の
限
り
ほ
ぼ
な
い
。
象

山
の
上
書
に
對
す
る
幕
府
の
反
應
に
つ
い
て
、
今
後
眞
田
家
文
書
や
幕
府
側
文
書
を

活
用
し
て
解
朙
し
て
み
た
い
。

（
附
記
）
本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
十
⺼
六
日
、
七
日
に
東
京
大
學
で
開
催
さ
れ

た
日
本
中
國
學
會
第
七
十
回
大
會
で
の
硏
究
發
表
に
基
づ
き
作
成
し
ま
し
た
。
當

日
、
ご
敎
示
頂
い
た
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。




